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保
険
経
営
に
お
い
て
、
保

険
契
約
者
の
ニ
ー
ズ
に
タ
イ

ム
リ
ー
に
応
え
る
こ
と
は
重

要
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
一
つ
で

あ
る
。
社
会
環
境
の
変
化
や

新
技
術
の
発
展
と
と
も
に
保

険
契
約
者
の
ニ
ー
ズ
は
ま
す

ま
す
多
様
化
し
て
お
り
、
保

険
会
社
に
は
、
そ
れ
に
伴
う

新
商
品
の
開
発
に
継
続
的
に

取
り
組
む
こ
と
が
期
待
さ
れ

て
い
る
。

　
保
険
事
業
で
は
、
保
険
募

集
か
ら
保
険
金
支
払
い
、
会

計
、
経
理
ま
で
、
多
く
の
重

要
業
務
が
定
型
化
さ
れ
て
お

り
、
テ
キ
ス
ト
等
の
教
材
も

良
質
な
も
の
が
提
供
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
一
方
で
、
商
品

の
開
発
業
務
に
つ
い
て
は
、

そ
の
性
質
上
定
型
化
が
難
し

く
、
標
準
的
な
テ
キ
ス
ト
も

ま
れ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。

　
本
書
は
、
保
険
会
社
で
商

品
開
発
に
長
く
従
事
し
、
損

害
保
険
会
社
の
自
動
車
保
険

人
身
傷
害
補
償
や
、
生
命
保

険
会
社
の
抗
が
ん
剤
治
療
特

約
な
ど
、
多
く
の
新
商
品
開

発
を
主
導
し
た
経
験
の
あ
る

著
者
に
よ
る
、
商
品
開
発
の

理
論
の
解
説
で
あ
る
。

　
保
険
の
商
品
開
発
に
は
豊

富
な
知
見
が
必
要
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
、
事
業
方
法
書
、

普
通
保
険
約
款
、
保
険
料
お

よ
び
責
任
準
備
金
の
算
出
方

法
書
の
作
成
等
の
基
礎
書
類

に
関
わ
る
技
術
的
ノ
ウ
ハ
ウ

は
通
常
、
各
保
険
会
社
の
社

内
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
に
対
し
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
・

ニ
ー
ズ
を
捉
え
る
た
め
の
ノ

ウ
ハ
ウ
は
、
必
ず
し
も
十
分

蓄
積
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い

難
い
面
が
あ
る
。

　
本
書
は
以
下
の
よ
う
に
構

成
さ
れ
て
お
り
、
マ
ー
ケ
ッ

ト
サ
イ
ド
か
ら
の
保
険
市
場

ニ
ー
ズ
の
把
握
と
、
そ
の
前

提
と
し
て
の
保
険
の
効
用
の

理
解
、
さ
ら
に
定
量
的
な
需

要
分
析
な
ど
に
関
し
て
、
体

系
的
に
論
じ
る
初
の
試
み
を

行
っ
て
い
る
。

　「
序
章
　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
を
基
礎
か
ら
学
ぶ
」
で

は
、
保
険
ビ
ジ
ネ
ス
の
機
能

を
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
と
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
大
別
し
た
上

で
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
論

理
的
な
理
解
の
重
要
性
を
導

入
す
る
。
こ
の
章
に
は
、
読

後
の
理
解
度
の
テ
ス
ト
に
も

な
る
３
題
の
ク
イ
ズ
が
掲
げ

ら
れ
る
。

　「
第
１
章
　
保
険
購
買
と

い
う
『
取
引
』
」
で
は
、
価

値
（V

alu
e

）
、

価

格

（P
ric
e

）
、

原

価

（C
ost

）
の
三
者
か
ら
、

消
費
者
余
剰
と
生
産
者
余
剰

の
生
じ
る
原
理
を
説
き
、
価

格
決
定
の
思
想
を
レ
ー
テ
ィ

ン
グ
か
ら
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
に

変
え
る
こ
と
の
必
要
性
を
主

張
す
る
。

　「
第
２
章
　
需
要
曲
線
の

研
究
」
で
は
、
ま
ず
価
格
と

販
売
量
の
関
数
と
し
て
の
需

要
曲
線
の
一
般
論
を
解
説

し
、
続
い
て
保
険
マ
ー
ケ
ッ

ト
へ
の
適
合
性
と
そ
の
応
用

を
示
す
。

　「
第
３
章
　
保
険
商
品
の

ニ
ー
ズ
」
で
は
、
保
険
商
品

の
付
加
価
値
を
取
り
上
げ
、

第
１
章
と
第
２
章
で
述
べ
た

理
論
を
ベ
ー
ス
に
、
保
険
に

お
い
て
付
加
価
値
を
高
め
る

方
策
を
整
理
す
る
。

　「
第
４
章
　
保
険
の
効
用

の
研
究
」
で
は
、
効
用
は
必

ず
し
も
財
に
比
例
し
な
い
と

す
る
「
効
用
理
論
」
の
初
歩

を
紹
介
し
、
保
険
の
価
値
の

源
泉
で
あ
る
リ
ス
ク
回
避
の

効
用
を
こ
の
観
点
か
ら
説
明

す
る
。
そ
の
上
で
、
理
論
だ

け
で
は
説
明
で
き
な
い
消
費

者
の
購
買
行
動
に
つ
い
て
理

と
情
の
両
面
か
ら
理
解
す
る

こ
と
の
必
要
性
を
示
す
。
続

い
て
、
こ
の
観
点
か
ら
、
一

般
の
人
が
保
険
を
「
面
倒
く

さ
い
も
の
」
と
感
じ
る
心
理

を
取
り
上
げ
、
こ
れ
を
保
険

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
重
要
課

題
と
し
て
多
面
的
に
分
析
す

る
。

　「
第
５
章
　
商
品
開
発
の

フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
」
で
は
、

保
険
の
商
品
設
計
の
方
法
に

つ
い
て
、
ア
イ
デ
ア
検
討
か

ら
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
約
款

の
設
計
、
コ
ス
ト
算
定
、
リ

ス
ク
評
価
と
い
う
一
連
の
各

業
務
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
検
討
の
枠
組
み
を
提
示
し

『
保
険
商
品
開
発
の
理
論

―
リ
ス
ク
回
避
の
効
用
か
ら
商
品
設
計
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
ま
で

』

星
野 

明
雄
　
著

書書 　　 評評

［評者］　

堀
　
真 

（
損
害
保
険
事
業
総
合
研
究
所
理
事
長
）

マ
ー
ケ
ッ
ト
ニ
ー
ズ
捉
え
る
理
論
を
解
説
す
る
初
の
書

て
い
る
。
複
数
の
観
点
で
異

な
る
検
討
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー

ク
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る

が
、
冒
頭
に
述
べ
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
、
本
書
の
主
眼
は

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
市
場
か
ら
見
た
商

品
魅
力
や
販
売
量
予
測
な
ど

に
力
点
が
置
か
れ
て
い
る
。

　「
第
６
章
　
市
場
調
査
」

は
、
定
性
的
調
査
＝
ア
イ
デ

ア
の
検
討
と
、
定
量
的
調
査

＝
需
要
測
定
の
２
種
類
の
目

的
に
よ
る
使
い
分
け
と
、
そ

れ
ぞ
れ
の
経
験
則
を
紹
介
し

て
い
る
。
こ
の
章
は
、
本
書

の
特
徴
的
な
内
容
を
含
ん
で

お
り
、
特
に
定
量
的
調
査
の

方
法
が
具
体
的
で
あ
る
。
著

者
は
、
市
場
調
査
は
万
能
で

は
な
い
が
、
市
場
調
査
の
軽

視
に
よ
る
判
断
ミ
ス
の
方

が
、
そ
の
過
信
に
よ
る
も
の

よ
り
は
る
か
に
多
く
、
保
険

商
品
開
発
に
市
場
調
査
は
極

め
て
重
要
だ
と
主
張
す
る
。

　「
第
７
章
　
事
例
研
究
」

で
は
、
著
者
が
身
近
に
経
験

し
た
成
功
例
と
失
敗
例
が
、

こ
れ
ま
で
に
論
じ
ら
れ
た
理

論
と
の
関
係
で
解
説
さ
れ
て

い
る
。

　
最
後
に
、
「
第
８
章
　
結

び
」
と
し
て
、
冒
頭
の
３
題

の
ク
イ
ズ
の
答
え
が
解
説
さ

れ
て
い
る
。

　
各
章
の
合
間
に
は
21
件
の

「
コ
ラ
ム
」
が
挿
入
さ
れ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
読
者
の
好

奇
心
を
刺
激
し
、
さ
ら
な
る

研
究
を
促
す
こ
と
を
意
図
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
本
書
を
通
し
て
見
る
と
、

生
命
保
険
と
損
害
保
険
に
ま

た
が
る
成
功
と
失
敗
の
事
例

に
裏
打
ち
さ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ

と
、
ミ
ク
ロ
経
済
学
の
応
用

を
接
合
し
、
経
験
の
羅
列
を

超
え
た
商
品
開
発
の
理
論
に

迫
る
意
図
が
あ
る
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

　
損
害
保
険
事
業
総
合
研
究

所
で
は
、
実
務
経
験
者
向
け

に
上
級
講
座
を
開
講
し
好
評

を
得
て
い
る
。
そ
の
科
目
の

一
つ
「
保
険
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
の
初
歩
（
数
理
入
門
を
含

む
）
」
は
、
２
０
１
６
年
度

の
上
級
講
座
開
始
時
か
ら
著

者
が
講
師
を
担
当
し
て
お

り
、
同
科
目
に
含
ま
れ
る
保

険
市
場
の
分
析
が
、
本
書
の

第
３
章
や
第
６
章
に
生
か
さ

れ
て
い
る
。
本
書
は
、
保
険

商
品
の
開
発
を
、
理
論
面
を

重
視
し
て
解
説
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
平
明
に
書
か
れ
て

い
る
の
は
上
級
講
座
で
の
講

義
経
験
に
よ
る
も
の
か
も
し

れ
な
い
。

　
本
書
は
、
保
険
商
品
開
発

を
志
す
方
々
に
と
っ
て
一
助

と
な
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
保
険
を
調
査
研
究
の
対

象
と
す
る
ア
カ
デ
ミ
ア
の
方

々
に
と
っ
て
も
、
非
常
に
興

味
深
い
内
容
と
な
っ
て
い

る
。
保
険
の
新
商
品
が
ど
の

よ
う
な
発
想
や
考
え
方
で
生

み
出
さ
れ
て
い
る
の
か
、
こ

れ
ま
で
は
ブ
ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク

ス
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
新

商
品
の
生
成
過
程
に
つ
い
て

知
見
を
深
め
る
こ
と
で
、
今

後
の
保
険
分
野
の
調
査
研
究

が
さ
ら
に
発
展
す
る
こ
と
を

期
待
し
た
い
。

　（
Ａ
５
判
／
２
２
４
㌻
、

保
険
毎
日
新
聞
社
刊
、
22
年

１
月
20
日
発
行
、
税
込
２
６

４
０
円
）

　
公
益
社
団
法
人
日
本
ユ
ネ

ス
コ
協
会
連
盟
は
２
月
25

日
、
ア
ク
サ
生
命
の
協
力
の

下
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
「
ア
ク

サ
　
ユ
ネ
ス
コ
協
会
減
災
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
活
動
報

告
会
を
開
催
し
た
。
報
告
会

は
今
回
で
８
回
目
。
同
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
助
成
を
受
け
た
減

災
教
育
に
取
り
組
む
教
員
等

が
、
今
後
の
減
災
教
育
の
推

進
と
持
続
発
展
に
向
け
て
さ

ら
な
る
学
び
と
交
流
を
相
互

に
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
も
の
で
、
防
災
教
育
の
実

践
発
表
や
、
昨
年
９
月
に
実

施
し
た
教
員
研
修
会
の
学
び

を
生
か
し
た
成
果
と
課
題
の

報
告
の
他
、
各
自
が
意
見
交

換
を
行
い
知
見
を
共
有
し

た
。
当
日
は
助
成
校
27
校
の

教
員
と
全
国
の
教
育
関
係
者

や
市
民
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ

等
か
ら
多
数
が
参
加
し
た
。

　
同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
東
日

本
大
震
災
の
経
験
や
教
訓
を

全
国
の
防
災
教
育
に
つ
な

げ
、
今
後
発
生
す
る
可
能
性

が
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
災

害
に
備
え
る
た
め
に
、
防
災

・
減
災
教
育
の
強
化
・
改
善

を
検
討
し
て
い
る
小
・
中
・

高
等
学
校
を
支
援
す
る
取
り

組
み
で
、
具
体
的
に
は
、
①

防
災
・
減
災
教
育
に
取
り
組

む
学
校
（
年
間
約
20
校
）
へ

の
10
万
円
の
助
成
金
の
支
給

②
助
成
校
の
教
員
を
対
象
に

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で

の
経
験
や
教
訓
を
基
に
し
た

防
災
・
減
災
教
育
の
実
践
を

学
ぶ
教
員
研
修
会
の
実
施
③

今
回
行
わ
れ
た
、
全
助
成
校

の
教
員
に
よ
る
実
践
発
表
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
か
ら
成
り

立
つ
、
地
域
や
校
種
を
超
え

て
多
彩
な
実
践
を
学
び
合
う

活
動
報
告
会
の
実
施
―
の
三

つ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
災
害
時
に
地
域
の
重
要
な

防
災
拠
点
と
な
る
「
学
校
」

の
防
災
力
の
向
上
を
目
指
し

て
、
従
来
型
の
避
難
訓
練
中

心
の
防
災
活
動
だ
け
で
な

く
、
総
合
的
な
視
点
か
ら
実

効
性
の
高
い
防
災
・
減
災
教

育
の
実
践
を
推
進
し
て
い
る

点
が
特
徴
だ
。

　
開
会
あ
い
さ
つ
で
日
本
ユ

ネ
ス
コ
協
会
連
盟
の
鈴
木
佑

司
理
事
長
は
「
本
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
災
害
を
乗
り
越
え
る
た

く
ま
し
い
子
ど
も
た
ち
を
育

成
し
た
い
と
の
思
い
で
実
施

し
て
き
た
。
こ
の
考
え
に
共

感
し
当
初
か
ら
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
ア
ク
サ
生
命
に
は
感

謝
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
同
連
盟
の
沿
革
に
触

れ
、
「
ユ
ネ
ス
コ
は
発
足
当

初
か
ら
持
続
可
能
な
開
発
の

た
め
の
教
育
を
推
進
し
て
い

る
。
そ
の
中
で
も
防
災
・
減

災
は
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ

り
、
国
連
が
定
め
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
で
も
達
成
す
べ
き
テ
ー
マ

と
さ
れ
て
い
る
。
ユ
ネ
ス
コ

は
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し

て
学
校
関
係
者
だ
け
で
な

く
、
地
域
の
方
々
を
含
め
た

防
災
・
減
災
に
努
め
て
い

く
」
と
の
考
え
を
示
し
た
。

　
続
い
て
、
同
社
副
社
長
兼

チ
ー
フ
・
デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ

ー
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
サ
ー
の

幸
本
智
彦
氏
は
「
当
社
で
は

東
日
本
大
震
災
以
降
、
『
み

ら
い
を
つ
く
ろ
う
』
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
、
現
在
も
復
興
支

援
寄
付
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
し
て
い
る
。
復
興
へ
の
思

い
を
全
社
員
や
ビ
ジ
ネ
ス
パ

ー
ト
ナ
ー
、
顧
客
と
共
有

し
、
震
災
の
記
憶
を
風
化
さ

せ
る
こ
と
な
く
、
復
興
を
維

持
す
る
こ
と
に
微
力
な
が
ら

貢
献
し
て
き
た
」
と
述
べ
、

そ
の
上
で
、
減
災
教
育
の
輪

が
日
本
全
国
に
着
実
に
広
が

っ
て
い
る
と
し
て
、
「
一
人

一
人
の
力
は
微
力
で
は
あ
る

が
無
力
で
は
な
い
。
微
力
を

積
み
重
ね
る
こ
と
は
よ
り
よ

い
社
会
を
作
る
大
き
な
力
に

な
る
。
ア
ク
サ
生
命
は
こ
れ

か
ら
も
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟

と
と
も
に
力
を
積
み
重
ね
て

い
き
た
い
」
と
展
望
し
た
。

　
引
き
続
き
行
わ
れ
た
グ
ル

ー
プ
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

「
９
月
の
教
員
研
修
会
の
学

び
を
活
か
し
て
実
践
し
た
成

果
と
課
題
」
を
テ
ー
マ
に
、

地
域
性
や
近
年
頻
発
す
る
水

害
等
を
踏
ま
え
つ
つ
、
前
提

と
な
る
災
害
を
想
定
し
、
活

動
内
容
、
活
動
の
特
徴
、
工

夫
し
た
点
、
子
ど
も
た
ち
の

変
化
・
成
長
、
活
動
の
課
題

な
ど
を
発
表
し
た
。
質
疑
応

答
も
行
わ
れ
、
参
加
者
は
参

考
に
な
っ
た
取
り
組
み
や
、

自
校
に
取
り
入
れ
た
い
ア
イ

デ
ア
・
提
案
な
ど
に
つ
い
て

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し
た
。

　
そ
の
後
は
、
同
プ
ロ
グ
ラ

ム
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で

東
京
大
学
海
洋
ア
ラ
イ
ア
ン

ス
海
洋
教
育
推
進
研
究
セ
ン

タ
ー
主
幹
研
究
員
、
日
本
ユ

ネ
ス
コ
協
会
連
盟
の
及
川
幸

彦
理
事
が
実
践
発
表
に
対
す

る
助
言
指
導
を
行
っ
た
。

ア
ク
サ
生
命
、日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟

「
減
災
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」活
動
報
告
会

鈴木理事長

幸本副社長


